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研究成果の概要（和文）： 明治以降、今日にいたる日本の起業家たち、具体的には、渋澤栄

一、大原孫三郎、武藤山治、波多野鶴吉、から、現代の稲盛和夫（京セラ）、中村俊郎（中村

ブレイス）、大山健太郎（アイリスオーヤマ）、小倉昌男（ヤマト運輸）、大山康夫（日本理

科学工業）などについて、インタビューなどを含めて、かれらの公益志向を作り出した、気概、

精神、背景にある倫理思想を明らかにした。これは、伝統思想である、儒教や神道、仏教に解

消できない、独自の思想であることがあきらかとなった。 

 
研究成果の概要（英文）：We investigate the ethical thought as a background for the Japanese 
entrepreneurs from Meiji era to today as follows: Shibusawa Eiichi, Magosaburo Ohara, 
Sanji Muto, Tsurukichi Hatano, Inamori Kazuo(Kyocera), Toshiro Nakamura(Nakamura 
Brace), Kentaro Oyama (Iris Ohyama), Masao Ogura(Yamato transport co.,Ltd), Yasuo 
Oyama (Nihon rikagaku Industry co.,Ltd ). It has particular characteristics beyond so to 
say the synthesis of traditional ethics such as Confucianism, Shinto, and Buddhism.  
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１．研究開始当初の背景 
  金融を初めとする経済活動のグローバ
ル化が様々な問題を引き起こし、予想を超
えて深刻な金融危機が生じた。 
その構造的不況の結果でもあり、また一

因でもあるのが、非正規雇用の拡大とその
安易な馘首であることはいまや常識とな

っている。個々の企業は自己防衛として馘
首するのであるが、その結果、全体として
みれば、失業増加、消費減少、企業の業績
悪化、馘首、失業のスパイラルが生じてい
る。 
特に日本はデフレを克服できないまま

に、特に若年者に過酷な犠牲を強いること
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となった。政治の劣化がそれに拍車をかけ
た。 

また、始まりつつあるアメリカの世界史
からの退場や、ヨーロッパのユーロ圏の危
機的状況も、不安を一層掻き立てている。 

国内を見れば、政治家、官僚、マスコミ、
経営者、（そして教育も入れておこう）の
劣化・腐敗が著しく、世界の動きに対応で
きないのではないか、という不安が国民を
覆っている。（東北大震災と福島原発事故
への対応を見れば、ますますその感を深く
する。）その最大の犠牲者が、弱者、とり
わけ若年層であることも深刻である。 

しかし、と言うべきか、当の若年者たち
が、ほとんど社会的無気力状態に置かれ、
自分たちの身に何が起こっているのか、判
断できない状況である。 

 
２．研究の目的 
当初、われわれはグローバル化がもたら

した問題を整理し、その根源に迫って経済
倫理の観点から新たな基準を作ることを
目論んだ。 

しかし、現実は予想をはるかに超えて進
み、今日の危機的状況が出現した。という
のは、われわれは、東アジアの知的・倫理
的遺産を再確認し、ついで、福祉を重視す
る市民社会的伝統を有するヨーロッパと
手を組み、グローバル化したアメリカ型資
本主義と対決する、という構想を抱いてい
たのだが、対決する前に、グローバル化し
た金融資本が生き残りをかけて暴走し、肝
心のアメリカは、産業の空洞化によって、
軍事以外に頼るものがない国へと転落し
た。 

ヨーロッパも、現状を維持できるかどう
かさえ危ぶまれる状況になったことは、先
に述べたとおりである。 
我々としても、目を国内に向けて、まさ

に目の前に起っていることを、その根底に
さかのぼって明らかにし、対応することが
重要だと考えるに至った。 

そこで登場したのが、明治期から今日ま
で、の日本の経済や社会を作り出すに営々
と力した先人たち、とりわけ経済界におい
て奮闘した起業家群像である。 
彼らは、今日よりも過酷な状況で、私利

をほとんど考慮せず、社会の公益を最優先
して活躍した。こうした明治以降今日に至
る起業家たちを支えた思想や価値観を明
らかにすること、これを研究の目的とした
のである。 

これは、当初もっていた、東アジアの知
的・倫理的遺産を再確認する、という目論
みに戻ったことを意味する。 

これによって、われわれは、教育を通し
て、問題の由来を根底から分析する視野と、

それを克服する方途を自ら考える思考力
と気概を若年者にもたせることができる
からである。 

 
３．研究の方法 
 中間報告で明らかにしたように、我々はフ
ランスやドイツの研究者と「労働と倫理」と
いうテーマで研究発表を行い、それぞれが抱
えている問題とその背景を明らかにしよう
と試みた。 
たとえば海外に進出した企業が現地で当

面する文化的、倫理的問題とそれへの対応に
ついて具体的に論じたり、日本の民間思想で
ある「武士道」や石門心学や二宮尊徳の思想
などの現代的意義を明らかにしたり、現代の
大規模な技術がもつ倫理的意味について意
見を交換したりしたのであった。 
比較文化的アプローチと言えようか。 
また、後半では、明治以降における起業家

の気概、精神、背景にある倫理思想を明らか
にするために、具体的には、渋澤栄一、大原
孫三郎、武藤山治、波多野鶴吉、から、現代
の稲盛和夫（京セラ）、中村俊郎（中村ブレ
イス）、大山健太郎（アイリスオーヤマ）、
小倉昌男（ヤマト運輸）、大山康夫（日本理
科学工業）などについて、インタビューなど
を含めて、調査をおこなった。 
文化史的、経済史的アプローチと言えるで

あろう。 
 
４．研究成果 
 成果は、「最終報告書」にまとめておいた。 
 また、2008 年 11 月に、フランスの「アル
ザス欧州日本研究所」において、2 日間にわ
たって「仕事の倫理」をテーマに、シンポジ
ウムを行った。これについては「中間報告書」
で成果を公表しておいた。 
 この報告書には、ドイツのデュッセルドル
フで行った、「労働と倫理」に関するワーク
ショップの成果も掲載している。 
 また、これらはホームページでも公表して
いる。 
  
 これらについてもう少し詳しく以下に述
べることにする。 
 
(1) フランスの研究者との議論において浮
かびあがったのは、たとえば「倫理」と「道
徳」、「文明」と「文化」、「レイバー」と「ワ
ーク」をどのように理解しているか、という
いわば根本的な問題であった。 
 また、海外に進出した企業が現地で当面す
る問題は、結局、自国の文化をどのように理
解しているか、という問題であった。 
さらに、たとえば武士道や石門心学や尊徳と
いった民間の思想や、松下幸之助の通俗道徳
や経営観がもっている、国内における影響力



について、外国ではほとんど理解がない、と
いった認識のギャップの問題である。 
当然のことながら、日本の企業の行動様式や
メンタリティを理解するためには、ドラッカ
ーだけでは不十分であることは自明であり、
また、そうした背景への理解を欠いてビジネ
スは成り立たないという、ごく当然のことを
改めて認識したのであった。 
 
(2)「最終報告」では、明治期から今日に至
る期間に、公益を優先し、創意工夫を行い、
気概をもった、起業家､企業家についての報
告をした。ここで取り上げたのは 10 数名に
過ぎない。 
 問題は、こうした人物たちが、具体的に何
を考え、何をしたのか、ということであり、
そこから学ぶべき点を明らかにすることで
あった。特殊な人の特殊な行為であるとすれ
ば､われわれは知ることはできても、生かす
のは難しい。しかし、彼らがそうした偉業を
成し遂げたのは、むろん彼ら個人の資質や環
境もあるだろうが、それを可能にした文化的
背景や、それを認め評価する多くの理解者が
いたからであろう。 

もし、今日、そういう企業（起業）家が少
なくなっているとすれば、気概のある偉大な
人物を輩出するための、文化的資本が機能不
全に陥っているか、ないしは、疲弊している
からとは考えられないであろうか。そうだと
すれば、機能不全や疲弊の原因は何か、とい
うことが問題となる。その原因を、われわれ
は、価値観の一元化、単純化にあるのではな
いか、というのが我々の結論である。 

しかし、価値観の一元化に抗して、新しい、
別の価値観を作り出すのは困難なことであ
る。ましてやそれを広めることはさらに困難
である。それよりも、現在の価値観の問題点
とその帰結を示しつつ、同時に、かつてあっ
たが、今日忘れられている価値観を思い出す
ことの方が、よほど実現可能性が大きいので
はないか。 

実をいえば、これはハイデガーが採った戦
略であるが、孔子もイエスも、同様である。
かつてあった価値あるものが、今日忘却され
ている、というのである。硬直し、現実に合
わなくなった宗教を改革するとき、始祖に帰
ることを主張するのも同じ戦略である。われ
われもまた、今回それを採ることにするのは、
それが合理的であり、実現可能性が高いから
である。もっとも、それは比較の問題であっ
て、容易でないことは言うまでもない。 

今日の価値観の一元化が問題だと述べた
が、それは、経済主導の価値観の一元化、も
っとあけすけに言えば、拝金主義一元論が問
題であることは、恐らく間違いあるまい。と
すれば、かつてあった、それに反する価値観
を想起し、その意義を再確認することは、現

状打破の第一歩ということができるであろ
う。 
 これを如何に行うか。我々は、文献資料か
ら演繹するのではなく、上に述べたように、
実際の企業家や企業家のエートスを、その実
践から帰納する方法である。 
我々は実際、そうした手法によって、10数名
の調査を行なった。そして、彼らの背後には
歴史的・文化的・社会的蓄積と価値観が働い
ていることを確認したのであった。それは、
個人の特殊性、個別性に解消できないもので
あり、いうなれば民族的、文化的遺伝子とで
も言えるようなものであった。 
  
以上が、研究成果の要約である。 
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